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◇2026年6月23日(火）
・試合会場 ： 県営あづま球場
・試合時間 ： 13:50～17:23

【安打数合計】 ◇七十 七 銀 行 14
◇JR東日本東北 11

 
【バッテリー】 ◇七十 七 銀 行 丸山・篠塚・庭田・西舘-越村

◇JR東日本東北 小野寺・鈴木翔-小鷹

◇メンバー

□今後のスケジュール□

JR東日本東北野球部公式Instagram始めました！

https://www.instagram.com/jretohoku1189
フォローよろしくお願いいたします！

二塁打：久保田・久保田・小鷹 ☆新人
三塁打：
本塁打：丸山

第97回都市対抗野球第二次予選
東北大会試合結果

第97回都市対抗野球第二次予選東北大会準決勝は雨天の中、後
攻JRで試合開始。
1回表、先発の小野寺は雨天で制球が乱れいきなり四球、その後も
連続安打などにより、初回3点を失う。
しかし、その裏の攻撃。2死から川崎が安打で出塁すると久保田が
チャンスを広げ、小山のタイムリーヒットで1点を返す。相手のミスも
あり、この回2点を返す。2対3
2.3回と1点づつ奪われ、2対5
先発小野寺に代わり鈴木翔也が4回のマウンドに上がる。
この試合初めての無失点で切り抜ける。
5回裏、途中出場の金沢が安打でチャンスを作り、久保田のタイム
リー安打により1点を返す。3対5
7回裏、浦林、金沢の連続四球、川崎の犠打で1死2.3塁のチャンスで
先程タイムリーの久保田。ここでもタイムリーを放ち同点に追いつく。
小山が安打で続き、小鷹のタイムリーで逆転に成功する。7対5
9回表、ここまで無失点に抑えてきた2番手鈴木翔也であったが、2つ
の四死球と安打で同点に追いつかれる。続くピンチも三番手竹本が
見事な火消しをする。7対7
9回裏、2死で丸山、1-1から打った打球はライト頭上へ大きな放物線
を描きサヨナラホームランで試合終了。

□試合戦評□

◆第97回都市対抗野球第二次予選東北大会◆

◇6/27(土)13:30～ 決勝 県営あづま球場

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

七十七銀行 3 1 1 0 0 0 0 0 2 7

JR東日本東北 2 0 0 0 1 0 4 0 1× 8

打順 守備 名前 打数 安打 四死球 打点

1 4 浦林 3 1 2 0

2 9
鈴木聖 2 0 0 0

金沢 2 1 1 0

3 7 ☆川崎 4 1 0 0

4 3 久保田 5 3 0 3

5 6 小山 5 2 0 1

6 DH 丸山 4 1 1 1

7 5 大西 2 0 2 0

8 2 小鷹 4 2 0 2

9 8 橋本 4 0 0 0

投手名 回数 被安打 奪三振 四死球 失点 自責点

小野寺 3 8 4 2 5 5

鈴木翔 5 2/3 6 4 2 2 2

竹本 1/3 0 0 0 0 0
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